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晴
天
の
中
、
市
町
消
費
生
活
相
談
窓

口
担
当
者
や
補
佐
メ
ン
バ
ー
も
含
め
約

一
三
〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

○
趣
旨

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
年
々

増
加
し
、
特
に
認
知
症
等
の
理
由
に

よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
が
、
二
〇
一
三
年
度
に
一
万
件
を
超

え
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
家
族
や
周
囲
の
“
見
守
り
”
と
“
気

づ
き
”
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
石
川
県
で

も
「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
見
守
り
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
民
生
委
員
等
関

係
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

私
達
も
、
寸
劇
出
前
講
座
、
消
費
生

活
に
関
す
る
学
習
、
他
団
体
と
の
連
携

等
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
40
回
石
川
県
生
活
学
校
大
会
で
は
、

さ
ら
な
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
実
態
調
査
を
も

と
に
、
学
び
の
場
づ
く
り
と
見
守
り
に

む
け
て
、
ど
の
よ
う
な
実
践
活
動
を
し

て
い
け
ば
よ
い
の
か
研
究
協
議
を
行
い

ま
す
。

○
開
会
の
あ
い
さ
つ

　

石
川
県
生
活
学
校
連
絡
会

 

会
長　

本　
　

珖
恵
氏

　

石
川
県
県
民
文
化
局
県
民
生
活
課

 

課
長　

杉
村
佳
津
子
氏

○
来
賓
紹
介

　

石
川
県
公
民
館
連
合
会

 

会
長　

関
戸　

正
彦
氏

　

石
川
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

 
所
長　

本
山　

直
美
氏

　

石
川
県
社
会
教
育
協
会

 

　

会
長　

新
村　

健
了
氏

　

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 

　

館
長　

村
澤　
　

勉
氏

　

石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー

 

館
長　

笠
間　

愛
子
氏

　
○
調
査
活
動
実
践
報
告
・
要
望
書

　

報
告
者　

石
川
県
生
活
学
校
連
絡
会

 

会
長　

本　
　

珖
恵

 

書
記　

中
野　

許
子

 

書
記　

浦　
　

澄
子

 

地
区
推
進
員　

中
井
美
智
子

　

助
言
者

　

石
川
県
県
民
文
化
局
県
民
生
活
課

 

主
幹　

堀
田
知
恵
美
氏

　

石
川
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

 

学
習
支
援
課
長　

松
岡　

祥
子
氏

一
．
昨
年
度
大
会
ま
と
め
の
検
証

　

昨
年
度
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
確
認
し
た
事
項

に
つ
い
て
、
実
践
し
て
き
た
活
動
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
び
の
継
続
実
践
・
学
び
の
場
づ
く

り
（
出
前
及
び
公
開
講
座
）・
関
係
機

関
と
の
情
報
交
換
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。

　

結
果　

最
新
の
情
報
を
得
る
た
め
に

も
学
習
活
動
は
必
要
で
す
。
出
前
及
び

公
開
講
座
の
機
会
を
増
や
し
、
マ
ス
コ

ミ
等
を
利
用
し
外
へ
の
発
信
に
も
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
メ

ン
バ
ー
を
増
や
し
、
運
動
が
活
性
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
．
県
民
意
識
調
査
の
実
施

　

県
発
行
冊
子
「
高
齢
者
消
費
者
被
害

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
課
題
を
選
び

県
民
の
認
知
度
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。（
50
、
51
頁
参
照
）

　

調
査
を
通
し
て
、
外
に
発
信
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
情
報
を

受
け
る
側
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
少
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
今
回
の
調
査
か
ら
も
わ
か
り
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
は

重
要
で
す
が
、
そ
の
情
報
を
選
択
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
で
、
消
費
生
活
に
関
す
る
学

び
の
場
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度　

第
40
回
石
川
県
生
活
学
校
大
会

「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

 
～
学
び
の
場
づ
く
り
と
見
守
り
に
む
け
て
～
」

二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日（
金
） 

石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
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三
．
行
政
窓
口
調
査
の
実
施

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
十
九
市
町+

奥
能
登
広
域
圏
消
費
生
活
相
談
窓
口
、

県
警
本
部
、
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
、
県
民
生
活
課
聞
き
取
り
調
査
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

調
査
を
行
っ
て
気
づ
い
た
こ
と

・ 

羽
咋
市
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
で

き
、
宝
達
志
水
町
は
産
業
振
興
課
商

工
観
光
係
よ
り
住
民
課
に
担
当
窓

口
が
移
り
ま
し
た
。

・ 

内
灘
町
に
専
任
相
談
員
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
担
当
者
の
変
わ
っ
た
市
町

が
多
く
、
新
任
や
兼
任
な
ら
で
は
の

悩
み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・ 

窓
口
の
分
か
り
や
す
さ
や
情
報
掲
示

に
つ
い
て
、
分
か
り
づ
ら
い
市
町
も

あ
り
ま
し
た
。
住
民
に
と
っ
て
相
談

し
や
す
い
雰
囲
気
は
何
か
を
考
慮

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・ 

見
え
て
き
た
課
題
を
①
消
費
生
活
窓

口
の
充
実
に
向
け
て
②
消
費
者
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
③
情
報
の
発

信
に
つ
い
て
④
高
齢
者
被
害
防
止

に
役
立
つ
こ
と
⑤
家
庭
、
地
域
で
で

き
る
こ
と
に
分
け
、
情
報
を
共
有

し
、
提
言
も
行
い
ま
し
た
。

助
言
よ
り

・ 

き
め
細
や
か
な
活
動
を
継
続
し
て
行

い
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

・ 

高
齢
者
に
被
害
が
多
い
の
は
石
川
県

で
も
同
じ
で
す
。
新
規
事
業
と
し
て

学
生
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
の
寸
劇
出
前
講
座
を
始
め
ま
し

た
。

・ 

十
七
市
町
に
専
門
相
談
員
が
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、「
つ
な
ぐ
」
活
動

を
期
待
し
ま
す
。

○
大
会
の
ま
と
め
の
確
認

　

私
た
ち
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
よ
り
多
く
の

方
に
情
報
が
届
く
よ
う

一
．
消
費
者
の
自
立
に
向
け
、
自
ら
学

習
し
て
い
き
ま
す

二
．
学
ん
で
得
た
情
報
は
、
ま
わ
り
の

方
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

三
．
地
域
に
向
け
て
の
学
習
の
機
会
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。（
世
代
別
、

体
験
型
の
学
習
）

四
．
関
係
機
関
と
情
報
交
換
を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て
進
め
る

こ
と
申
し
合
わ
せ
ま
す
。

○
行
政
へ
の
要
望

相
談
窓
口
の
充
実
に
向
け
て

① 

相
談
窓
口
の
地
域
格
差
を
な
く
す
た

め
に
、
訪
問
支
援
の
継
続
と
専
門
員

配
置
助
成
を
検
討
願
い
ま
す
。

② 

相
談
担
当
者
の
研
修
会
の
継
続
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
情
報
交
換
の
場
を

集
ま
り
や
す
い
単
位
で
行
い
、
現
場

の
声
を
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

情
報
発
信
に
向
け
て

① 

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
の
応
募
等
を
通
し
、
さ
ら
な
る

県
民
意
識
の
向
上
を
願
い
ま
す
。

② 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
等
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
情
報

発
信
の
機
会
を
増
や
す
よ
う
願
い

ま
す
。

見
守
り
に
向
け
て

① 

民
生
委
員
始
め
、
福
祉
関
係
機
関
と

の
情
報
交
換
の
場
を
定
期
的
に
開

催
願
い
ま
す
。

② 

市
町
ト
ッ
プ
、
区
長
会
な
ど
に
理
解

を
も
と
め
、
具
体
的
に
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
い
け

る
よ
う
呼
び
掛
け
願
い
ま
す
。

③ 

日
常
生
活
に
関
係
の
深
い
業
者
・
企

業
に
も
協
力
依
頼
を
お
願
い
す
る
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
学
び
の
場
づ
く
り
と
見
守
り
に
向

け
て
」

一
．「
こ
う
し
て
断
ろ
う
！
」

二
．「
見
守
り
ー
私
に
で
き
る
こ
と
」

助
言
者

　

石
川
県
新
生
活
運
動
協
議
会

 

常
務
理
事　

新
村　

健
了
氏

・ 
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
（
騙
さ
れ
や
す
さ

の
心
理
ク
イ
ズ
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
、
替
え
歌
）

・ 「
こ
う
し
て
断
ろ
う
！
」

　
「
必
要
な
い
の
で
い
り
ま
せ
ん
」「
録

音
す
る
か
ら
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」「『
若

い
人
が
帰
っ
た
ら
、こ
ち
ら
か
ら
電
話
』

と
言
っ
て
、相
手
の
電
話
番
号
を
聞
く
」

即
実
行
で
き
る
言
葉
が
出
ま
し
た
。

・ 「
見
守
り
―
私
に
で
き
る
こ
と
」

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
。
近
所
付
き
合
い

を
密
に
す
る
。
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
。

相
談
を
受
け
た
時
は
専
門
の
所
に
電
話

し
て
あ
げ
る
。
変
化
に
気
づ
く
（
散
歩

を
し
な
く
な
っ
た
、
電
気
が
つ
か
な
い
、

等
）
知
り
得
た
情
報
を
伝
え
る
等
。

 

（
新
生
活　

林　

貴
江　

記
）
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○県民意識調査結果 

調査期間  平成 26年８月１日～9月 30日 

調査場所  フォーラム七尾、パトリア前、Ａコープ富奥店、イオン野々市南店 

      スーパー、サークルＫなど 

      出前講座時、老人クラブ、スポーツ同好会、市役所職員、健脚体操など 

調査方法  対面・聞き取り調査 

調査人数  ７９８人 

 

設問１．あなたは次の悪質商法を知っていますか？ 

 

 悪質商法について知っている人が多いが、言葉と内容が一致せず、まだ浸透し

ていない。 

 

設問２．あなたは次の悪質商法を体験したことがありますか？ 

 

 ４割の人が体験したことがない。 

 

設問３．消費者トラブルにあったことがありますか？ 

 

 体験したことがある人の数に比べて、消費者トラブルにあったことがある（６％）

人が少ないのは、未然に防止されている可能性がある。 

468 
243 
240 

105 
310 

44 
588 

87 
314 

4 

0 100 200 300 400 500 600 700 

送りつけ商法 
訪問販売 
利殖商法 
点検販売 
当選商法 
語り商法 

振り込め詐欺 
催眠商法 

展示会商法 
知らない 

252 
44 
48 

32 
336 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 

電話 
訪問販売 

送りつけ（商品） 
はがき・インターネット 

ない 

8 
33 

11 
556 

0 100 200 300 400 500 600 

ある（あなた） 
ある（家族） 
ある（知人） 

ない 
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設問４．あなたは消費者トラブルの解決方法を知っていますか？ 

 

 トラブル解決方法を知っている人が多い。 

 知っている人では、相談窓口が周知されつつある。 

 

設問５．次の場所や電話番号などを知っていますか？ 

 

 住んでいるところの相談窓口の認知度は１割。 

 

設問６．消費者被害防止の話（講演など）聞いたことがありますか？ 

 

 地域サロンで聞いた人が３６％もあった。 

 

設問７．身近な高齢者と日頃からコミュニケーションをとっていますか？ 

 あいさつや声かけをしている  ２３８人 

 とっていない          ２６人 

 日頃からコミュニケーションをとっている人が３割 

 

意見・要望その他 

 消費者センターの番号をフリーダイヤルにしてほしい 

99 
279 

101 
188 

19 
89 

0 50 100 150 200 250 300 

知っている（クーリングオフ） 
知っている（相談窓口） 

知っている（警察） 
知っている（身近な人） 
知っている（民生委員） 

知らない 

85 

182 

128 

0 50 100 150 200 

住んでいるところの相談窓口 

地域包括支援センター 

町内の民生委員 

299 

79 

375 

13 

171 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 

聞いたことがある（地域サロン） 

聞いたことがある（講演会など） 

聞いたことがある（テレビ・ラジオ） 

聞いたことがある（インターネット） 

聞いたことはない 




